青明舎　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年3月10日　担当：原　佳伸

	登　録　者
	氏　名　富塚　勝幸　様　　　　　男・女　　　　　　　　　　昭和38年5月12日生（44歳）

	
	〒　八戸市尻内町字鴨ヶ池5－16　　　　　　　電話　0178－23－3899

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　携帯　090－5235－1817

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	16歳頃
	罹 患 期 間
	約28年間

	
	入院回数
	13回
	延べ入院年数
	

	医療機関
	青南病院　（主治医：川端Dr）
	外来受診日
	隔週火曜日

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5000円
	　　有・無（2級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級

	
	その他
	甲田クリーニング（約3万円）

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　甲田クリーニング

	住まいの場
	　自宅

	利用年月日
	平成12年5月9日
	身長
	168cm
	体重
	68kg

	最終学歴
	八戸高校中退
	免許・資格
	大検合格

普通自動車免許

	職　歴
	商店アルバイト、清掃等

	保　護　者
	氏　名　富塚　栄子　様　　　　　　　　　続柄　母　（同居　・否）

	利用目的

就職についてや生活で困った時に相談にのって欲しい。

	入院・治療歴　

①昭和54年2月～　　　　　　 　黒田内科入院　　　　　　　⑧昭和62年12月～昭和63年1月　  東京養和病院入院

②昭和54年2月～昭和55年　　　青森労災病院入院　　　　　⑨昭和63年　　　　　　　　　　　　　　〃

③昭和55年（2週間）　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　⑩昭和63年（1年間）　　　　　　　　　〃

④昭和55年（2週間）　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　⑪平成2年5月～平成2年7月　　　　　〃

⑤昭和55年（2週間）　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　⑫平成2年7月～平成2年10月　　  松平病院入院

⑥昭和56年6月　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　⑬平成2年10月～平成11年4月　　青南病院入院

⑦昭和58年（2ヶ月）　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　⑭平成11年4月～現在　　　　　　  青南病院外来



	生活歴

八戸市にて出世。同胞3名の中間子。昭和53年秋頃より（本人中学3年時）自己臭を気にし始め、高校1年時の2月頃より、幻聴・被害関係妄想等出現。摂食障害、不眠となり、黒田内科へ数日入院となるが、青森労災病院紹介され入院となる。その後復学するが、以降4回入退院を繰り返し、中退している。その後、商店に勤めながら労災病院に通院しているが、頭がぼんやりする・治らないと思う等の理由で断薬し、昭和58年にも入院している。退院後、大学進学を目指し上京。アルバイトをしながら大検を受験し合格するが、その後も症状再燃し労災病院へ入院してる。以降も、幻聴・恋愛妄想等出現し、数回入退院を繰り返している。平成2年松平病院へ入院中にNSに対して恋愛妄想を抱き、追いかけ回し隔離室へ入室した際、衛生課へ不当だと手紙を書く等あり、平成2年10月に同院退院し同日青南病院へ入院となっている。青南病院で入院治療行い、その間に外勤等を行うが症状再燃する等有り、結局は退職している。平成11年4月20日、同院退院し自宅から作業所へ通院しながら求職活動を行っている。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

現在は、母と2人暮らしをしている。母親は宗教に入信しており、その活動の為に家を留守にすることもあるとの事。姉は八戸市に在住。弟は仙台市に在住しており、時折電話で連絡を取り合っている。


平成20年3月10日　担当：原　佳伸

	氏　名
	　富塚　勝幸　様
	男・女
	生年月日
	　昭和38年5月12日（44歳）


	長期目標（中期・短期）

	パート先での仕事に慣れる。

体調不良時には相手に伝えられるようにする。


	これまでの経過

	平成12年7月～平成15年7月まで、精神障害者社会適応訓練事業利用。その後、事業所との話し合いでパート就労となる。実際には、最低賃金に相当する仕事が出来るわけではないとの事。

・2/15　青明舎へ来所している。甲田クリーニングで働いているが作業を辞めたいとの事。一方的に仕事を辞めたいと話してはいるが、最終的には母と2人暮らしの為、お金が必要だと納得し仕事は辞めないと話している。

・2/19（火）外来より情報がある。「他者が怒られている時に自分が怒られている様に感じる」との事で主治医より仕事を休むようにと指示がある。甲田クリーニングへ連絡し2/21（木）に本人も含めて面談を行うことにしている。

2/21甲田クリーニングにて面談。これまでもちょうど今の時期に休むことがあったとの事。休む時に理由を話さず休んでいたことから、社長から理由をきちんと伝えるように伝えている。本人は一般就労を後々に行いたいと希望しており、作業は行う必要性があること、作業を休むとその作業を忘れてしまうことから作業したいと話すが、「頭の中が混乱して整理出来なくなった。動けなくなった。」と話し今後どうすべきか悩み込んでしまっている。普段行っている作業はワイシャツのアイロン掛けや包装後の仕分け、その他に空いた時間で練習作業を行っているとの事。作業時間は10時～12時前後、その日により作業時間が異なる。また、1月中旬頃より、重油価格の高騰で工場の機械配置が変更あり、以前と比べ他職員と関わる機会が多くなったようである。本人は、状態が悪くなった原因に関しては「仕事は順調に行えていると思ったところに崩れた。」と話している。生活リズムには支障はない様だが、今年になってから服薬の飲み間違いや作業のミスが多くなり、外来時にも話していた「他者が怒られている時に自分が怒られている様に感じる」といったことや他者とも言い合いになったこともあるとの事。社長からもそのような作業内容が変更し、本人が自分のペースで作業できなくなったことが原因ではないかと話しており、作業変更してから挨拶が出来なくなることや作業ミスが目立つことが増えたと話している。今後について社長は「前に休ませた時は休み明けに作業が出来なくなっていたし、働ける日は休まず働いた方が良いのではないか」と話している。本人はその事に対してその通りでもあり、どうしようかと悩み込んでしまう。本人へは短期間（期間未定）休養を取り様子を見ると伝えている。以前休んだ時のようにただ自宅で休んでいるのではなく、青明舎利用など日中も活動するようにと伝えている。

・3/4外来時、主治医と相談し午前中から仕事を再開しても良いとの事。甲田クリーニングへ連絡し3/6（木）面談を行うこととする。

・3/6甲田クリーニングで本人、社長、青明舎職員で面談を行う。今週は金曜日、土曜日の午前中に作業する事としている。土曜日は青明舎職員が訪問し本人の作業を確認することとする。来週については月～土までの午前中に作業を行う。作業時間は10時～12時まで、昼ご飯は帰宅してから食べるとの事。作業内容は今まで行っていた作業（ワイシャツのシワ直し、作業服のアイロン掛け等）その日にある仕事を行う。




	支援内容
	介入方法
	支援期間

	①作業に慣れる。
	・不安なことや疑問等についてはその都度介入し解決していく。

・青明舎で定期的（第一週・三週の火曜日）に訪問し作業確認する。

そこで得た情報等を外来、主治医へ情報提供する。また情報提供することについて本人より了解を得る。必要であれば母親へも連絡をする。

・1ヶ月後に再度、本人・社長を含め振り返りを行い評価して頂く。

・現在は午前中のみの作業だが状態をみて、徐々に作業時間を増やしていく。
	　1ヶ月 

	②体調不良時には相手に伝えられるようにする。
	・ロールプレイを行い、相手に伝えられるように職員と練習を行う。

・外来受診後は青明舎へ寄って頂き、最近の様子等報告して頂く。

・生活リズムについて大きな乱れがないか話しを傾聴していく。
	　1ヶ月


プラン計画者　氏名：原　佳伸
















本人











長女　八戸市在住








